
エネシスグリサポ SDGsバイオマス有機 流通調達 生産 消費

主な取組内容

○取組面積 R6年度 36.3ha → R11年度 60ha

○有機農業に取り組む農業者数

R6年度 17名 → R11年度 22名

普及に向けた取組

成果目標

生産現場における有機農業の課題を洗い出し、各作物でマニュアル化・体系化を進める。
また、学校給食で安定的に導入ができるよう調整するとともに、公共調達以外の販路の開

拓を支援。

背景・課題

品 目

構 成 員

本市において有機農業は、個々の生産者が独自の方
法により行っており、栽培技術の体系化やまとまった
消費先が存在しない状況にある。有機農業の拡大に当
たっては、栽培技術や経営収支、使用資材などを体系
化するとともに、安定的な販路を確保することで、転
換・参入しやすい環境づくりが必要となっている。

静岡市、生産者、静岡県立大学、

静岡県農林技術茶業研究センター、

JA静岡市、JAしみず、民間企業、

静岡茶商工業協同組合、

㈱静岡茶市場、資材製造事業者、

農機販売事業者、加工･流通事業者、

小売事業者、学校給食関係者、

市民団体、等

茶、水稲、野菜 等

問い合わせ先

静岡市 経済局農林水産部 農業政策課
T E L ： 054-354-2089（お茶のまち推進係）

054-354-2091（みかん・園芸・畜産係）
MAIL：nougyouseisaku@city.shizuoka.lg.jp

静岡市

静岡市（静岡県静岡市）

学校給食センターへの納品
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【調達】柑橘選果残渣などの未利用資源や魚粕などの
地域資源を活用した資源循環型資材の開発

【生産】モデルほ場での栽培実証や生産コスト調査、
経営収支調査を行い、栽培マニュアルを作成

【加工・流通】販売拡大に向けた研修会の開催
【消費】学校給食における導入、マルシェ等の開催

抑草技術実践ほ場 市外有機ほ場視察･研修会

市外有機茶ほ場視察･研修会 有機茶販売拡大研修会
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